
労働力需給推計のフォローアップ

２０１８年度推計と実績値の比較
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労働力人口（万人）
2017年 2022年 2030年 2040年

男女計 成長実現・労働参加進展 6720 6735 6553 6195

ベースライン・労働参加漸進 6720 6663 6349 5846

ゼロ成長・労働参加現状 6720 6490 6080 5460

実 績 6732 6902

男性

成長実現・労働参加進展 3784 3704 3542 3294

ベースライン・労働参加漸進 3784 3681 3460 3123

ゼロ成長・労働参加現状 3784 3645 3426 3091

実績 3789 3805

女性

成長実現・労働参加進展 2937 3031 3011 2902

ベースライン・労働参加漸進 2937 2982 2889 2722

ゼロ成長・労働参加現状 2937 2846 2655 2369

実 績 2944 3096
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実績値は、総務省「労働力調査」（国勢調査によるベンチマーク変更を反映したもの）

労働力人口、就業者数は、男で減少を見込んでいたところほぼ横ばい、女は推計を上回る
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労働力人口比率（％）
2017年 2022年 2030年 2040年

男女計

成長実現・労働参加進展 60.5 61.4 61.9 62.6

ベースライン・労働参加漸進 60.5 60.8 59.9 59.1

ゼロ成長・労働参加現状 60.5 59.2 57.4 55.2

実績 60.5 62.5

男性

成長実現・労働参加進展 70.5 70.1 69.5 69.4

ベースライン・労働参加漸進 70.5 69.7 67.9 65.8

ゼロ成長・労働参加現状 70.5 69.0 67.3 65.1

実績 70.5 71.4

女性

成長実現・労働参加進展 51.1 53.4 54.8 56.3

ベースライン・労働参加漸進 51.1 52.5 52.5 52.9

ゼロ成長・労働参加現状 51.1 50.1 48.3 46.0

実績 51.1 54.2
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労働力人口比率、就業率実績は、推計を上回る
男女とも若年層、高年齢層での就業率が推計値を上回る
一方、女性の35～59歳層の就業率は推計を下回る

実績値は、総務省「労働力調査」
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就業者数（万人）
2017年 2022年 2030年 2040年

男女計

成長実現・労働参加進展 6530 6558 6366 6024

ベースライン・労働参加漸進 6530 6471 6124 5644

ゼロ成長・労働参加現状 6530 6277 5808 5245

実績 6542 6723

男性

成長実現・労働参加進展 3672 3602 3433 3195

ベースライン・労働参加漸進 3672 3569 3328 3006

ゼロ成長・労働参加現状 3672 3518 3261 2961

実績 3677 3699

女性

成長実現・労働参加進展 2859 2957 2933 2829

ベースライン・労働参加漸進 2859 2902 2796 2638

ゼロ成長・労働参加現状 2859 2759 2547 2284

実績 2865 3024

実績値は、総務省「労働力調査」（国勢調査によるベンチマーク変更を反映したもの）
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就業率（％）
2017年 2022年 2030年 2040年

男女計

成長実現・労働参加進展 58.8 59.8 60.1 60.9

ベースライン・労働参加漸進 58.8 59.0 57.8 57.0

ゼロ成長・労働参加現状 58.8 57.3 54.8 53.0

実績 58.8 60.9

男性

成長実現・労働参加進展 68.4 68.2 67.4 67.3

ベースライン・労働参加漸進 68.4 67.5 65.4 63.3

ゼロ成長・労働参加現状 68.4 66.6 64.0 62.4

実績 68.4 69.4

女性

成長実現・労働参加進展 49.8 52.1 53.3 54.9

ベースライン・労働参加漸進 49.8 51.1 50.8 51.2

ゼロ成長・労働参加現状 49.8 48.6 46.3 44.3

実績 49.8 53.0
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実績値は、総務省「労働力調査」
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性・年齢階級別就業者数（成長実現・労働参加進展シナリオ） （万人）

2017年 2022年 2030年 2040年

実績 実績 推計 差 推計 推計

男 年齢計 3672 3699 3602 97 3433 3195

15～19歳 49 51 43 8 39 33

20～24歳 215 222 204 18 181 162

25～29歳 290 295 287 8 267 239

30～34歳 335 305 297 8 297 263

35～39歳 376 345 336 9 297 281

40～44歳 451 380 378 2 313 303

45～49歳 445 452 444 8 347 294

50～54歳 376 438 437 1 387 302

55～59歳 344 365 367 ▲2 438 328

60～64歳 307 308 299 9 347 343

65～69歳 266 225 223 2 234 312

70～74歳 122 186 172 14 137 179

75歳以上 96 126 114 12 149 157

女 年齢計 2859 3024 2957 67 2933 2829

15～19歳 48 55 44 11 40 35

20～24歳 207 219 206 13 184 164

25～29歳 243 263 250 13 237 217

30～34歳 256 247 239 8 244 227

35～39歳 279 274 275 ▲1 251 254

40～44歳 352 314 316 ▲2 275 277

45～49歳 362 378 377 1 308 267

50～54歳 307 369 369 0 344 280

55～59歳 268 296 306 ▲10 381 305

60～64歳 214 235 224 11 279 296

65～69歳 178 161 154 7 176 248

70～74歳 85 130 118 12 102 130

75歳以上 61 85 79 6 112 130

性・年齢階級別就業率（成長実現・労働参加進展シナリオ） （％）

2017年 2022年 2030年 2040年

実績 実績 推計 差 推計 推計

男 年齢計 68.4 69.4 68.2 1.2 67.4 67.3

15～19歳 15.9 18.0 15.5 2.5 15.1 14.8

20～24歳 67.4 69.8 65.6 4.2 64.9 64.7

25～29歳 89.8 90.2 89.8 0.4 89.1 89.1

30～34歳 92.3 92.4 92.4 0.0 92.2 92.2

35～39歳 93.5 93.8 93.5 0.3 93.9 94.0

40～44歳 93.8 93.8 95.2 ▲1.4 94.7 94.9

45～49歳 93.5 93.8 93.8 0.0 94.1 94.1

50～54歳 92.6 92.4 92.9 ▲0.5 93.2 93.2

55～59歳 91.0 91.3 91.6 ▲0.3 91.5 91.6

60～64歳 79.1 83.9 81.7 2.2 83.7 86.5

65～69歳 54.8 61.0 61.1 ▲0.1 64.1 70.1

70～74歳 34.2 41.8 38.7 3.1 42.4 48.1

75歳以上 14.1 16.6 14.6 2.0 16.2 17.5

女 年齢計 49.8 53.0 52.1 0.9 53.3 54.9

15～19歳 16.4 20.4 16.4 4.0 16.3 16.3

20～24歳 68.8 72.3 69.4 2.9 68.6 68.5

25～29歳 78.9 84.8 82.5 2.3 83.0 84.6

30～34歳 72.9 78.4 78.1 0.3 80.3 83.4

35～39歳 71.4 77.0 78.9 ▲1.9 83.7 88.9

40～44歳 75.1 79.7 81.4 ▲1.7 86.2 91.2

45～49歳 77.5 80.4 81.2 ▲0.8 85.0 89.4

50～54歳 76.4 79.2 79.4 ▲0.2 83.9 88.5

55～59歳 70.5 74.0 76.1 ▲2.1 80.0 85.4

60～64歳 53.6 62.7 59.9 2.8 66.2 73.7

65～69歳 34.4 41.3 39.8 1.5 46.0 53.7

70～74歳 20.9 26.1 23.9 2.2 28.5 32.4

75歳以上 5.8 7.3 6.7 0.6 8.2 9.7

実績値は、総務省「労働力調査」
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産業別就業者数、構成比（成長実現・労働参加進展シナリオ）
産業別就業者数（万人） 産業別就業者構成比（％）

2017年 2022年 2030年 2040年 2017年 2022年 2030年 2040年

実績 実績 推計 差 推計 推計 実績 実績 推計 差 推計 推計

産業計 6530 6723 6558 165 6366 6024 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

農林水産業 218 202 212 ▲10 177 135 3.3 3.0 3.2 ▲0.2 2.8 2.2

鉱業・建設業 493 473 482 ▲9 387 288 7.5 7.0 7.3 ▲0.3 6.1 4.8

製造業 1009 997 1024 ▲27 1028 1011 15.5 14.8 15.6 ▲0.8 16.1 16.8

食料品・飲料・たばこ 143 143 137 6 135 133 2.2 2.1 2.1 0.0 2.1 2.2

一般・精密機械器具 134 135 146 ▲11 146 149 2.1 2.0 2.2 ▲0.2 2.3 2.5

電気機械器具 136 138 144 ▲6 157 162 2.1 2.1 2.2 ▲0.1 2.5 2.7

輸送用機械器具 121 123 129 ▲6 140 137 1.9 1.8 2.0 ▲0.1 2.2 2.3

その他の製造業 475 458 468 ▲10 449 431 7.3 6.8 7.1 ▲0.3 7.1 7.2

電気・ガス・水道・熱供給 29 32 26 6 26 26 0.4 0.5 0.4 0.1 0.4 0.4

情報通信業 207 262 213 49 277 224 3.2 3.9 3.2 0.6 4.4 3.7

運輸業 324 332 312 20 313 313 5.0 4.9 4.8 0.2 4.9 5.2

卸売・小売業 1117 1088 1121 ▲33 1016 942 17.1 16.2 17.1 ▲0.9 16.0 15.6

金融保険・不動産業 256 265 247 18 241 237 3.9 3.9 3.8 0.2 3.8 3.9

飲食店・宿泊業 333 321 327 ▲6 315 307 5.1 4.8 5.0 ▲0.2 4.9 5.1

医療・福祉 807 899 886 13 943 974 12.4 13.4 13.5 ▲0.1 14.8 16.2

教育・学習支援 311 344 337 7 341 329 4.8 5.1 5.1 ▲0.0 5.4 5.5

生活関連サービス 154 150 145 5 131 126 2.4 2.2 2.2 0.0 2.1 2.1

その他の事業サービス 411 463 414 49 422 406 6.3 6.9 6.3 0.6 6.6 6.7

その他のサービス 471 484 458 26 446 437 7.2 7.2 7.0 0.2 7.0 7.3

公務・複合サービス・分類不能の産業 391 411 356 55 304 271 6.0 6.1 5.4 0.7 4.8 4.5

産業別就業者構成比の実績は、製造業、卸売・小売業の割合が推計値を下回る
一方、情報通信業、その他の事業サービスで推計値を上回る

2022年実績値は、総務省「労働力調査」を労働力需給推計分類に組替えたもの。派遣労働者の組替えには「経済センサス活動調査
(2016年)」を用いた。
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マクロ経済成長率および消費者物価指数

実質経済成長率 2017年
2017年-
2020年

2020年-
2025年

2025年-
2030年

2030年-
2035年

2035年-
2040年

成長実現・労働参加進展 1.6% 1.5% 1.9% 1.8% 1.6% 1.5%

ベースライン・労働参加漸進 1.6% 1.4% 1.2% 1.1% 1.0% 0.9%

ゼロ成長・労働参加現状 1.6% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

実績 1.7% -1.4% 1.6%←2020-2022年平均（年率）

実質経済成長率 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

実績（各年） 1.7% 0.6% -0.4% -4.3% 2.2% 1.0%

消費者物価指数 2017年
2017年-
2020年

2020年-
2025年

2025年-
2030年

2030年-
2035年

2035年-
2040年

成長実現・労働参加進展 0.7% 1.5% 2.0% 2.0% 2.0% 2.0%

ベースライン・労働参加漸進 0.7% 1.3% 1.1% 1.1% 1.1% 1.1%

ゼロ成長・労働参加現状 0.7% 1.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

実績 0.5% 0.5% 1.1%←2020-2022年平均（年率）

消費者物価指数 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

実績（各年） 0.5% 1.0% 0.5% 0.0% -0.2% 2.5%

内閣府「中長期の財政運営に関する試算」（2018年7月9日）を基に設定
実績値は、内閣府「国民経済計算」、総務省「消費者物価指数」

マクロ経済成長率は、コロナ禍の影響が大きい
物価上昇率は、2022年に円安、原油高等の影響から大きく上昇

前 提 条 件
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将来推計人口（万人）
15歳以上 15~24 25～34 35～44 45～54 55～64 65～74 75歳以上

2017推計 総人口 2017年 11095 1211 1337 1731 1760 1539 1767 1749

2022年 10961 1154 1250 1493 1873 1543 1690 1957

2030年 10591 1051 1210 1267 1556 1791 1428 2288

2040年 9898 925 1081 1207 1253 1513 1681 2239

日本人人口 2017年 10921 1181 1288 1695 1732 1523 1758 1744

2022年 10759 1124 1188 1451 1843 1524 1679 1950

2030年 10345 1019 1144 1208 1520 1765 1412 2277

2040年 9597 888 1013 1140 1198 1480 1658 2220
外国人人口 2017年 173 30 50 36 28 16 9 6

2022年 202 29 62 42 31 20 11 8

2030年 247 32 66 59 36 26 16 12

2040年 301 36 68 67 55 33 23 19

2023推計 総人口 2022年 11046 1170 1290 1518 1890 1552 1687 1939

2030年 10772 1097 1274 1313 1583 1809 1435 2261

2040年 10142 903 1184 1282 1303 1542 1701 2227

日本人人口 2022年 10782 1128 1203 1465 1853 1528 1675 1931

2030年 10390 1034 1149 1229 1536 1777 1416 2248

2040年 9614 831 1032 1150 1223 1500 1673 2205
外国人人口 2022年 264 42 87 53 37 24 13 8

2030年 382 63 126 84 47 32 19 13

2040年 528 72 153 132 80 42 28 22

国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」
外国人人口は、総人口から日本人人口を差し引いて算出した
黄色の塗り潰しは、2023年推計で下方改定になった層

将来推計人口は、2023年推計においても人口減は続くが、2040年までは総人口、日本人人口とも
15歳以上計で上方改定になっている 一方、高年齢層では下方改定

前 提 条 件
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